
令和８年度 旭川歯科学院専門学校 
学校自己評価結果報告書（集計）     令和８年７月８日  

１．学校の教育目標 
＜教育目標＞〇良き社会人を目指す 〇豊かな心を磨く 〇歯科衛生士としての優れた技を磨く 
＜基本方針＞＊具体的な方策 
重点目標 学習指導・実習・実技及び行事などあらゆる学習活動において、謙虚さを育み、気節を鼓舞し、創造

への意欲づけを図る。  
経営計画 職員全員が学校経営に積極的に携わり、個々の意見が反映する機運を尊重する。 

２．本年度の重点課題（目標及び計画） 
１ 教育 合格率１００％（国家資格） 就職率１００％ 
２ 各種感染発生に注意を払いながら、地域社会との密接な連携を保ち口腔衛生の普及に尽力し、積極的な社会貢

献に努める 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 
（１）建学の趣旨と教育の方針（教育理念・目標） 

評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 
←昨年 ←一昨年 

・学校の建学の趣旨と教育の方針は

生かされているか。 ４           3,1 ３    ２     １ 3.2 3.2 

・将来的展望を踏まえて学校の将来

構想が描かれているか。 ４             ３   2.7 ２     １ 2.8 3.1 

・学校の建学の趣旨・教育の方針・

将来構想は学生・保護者等に周知さ

れているか。 
４         ３ 2.8 ２     １ 3.0 3.4 

 
① 課題 
・ 少子化による学生数減少が、学院の将来構想に影響を与えている。 

・ 時代に合う教育方針に変化していけるか。 

・ 安定した学生数の確保が難しい現状での将来構想は、やや疑問かと。 

・ 学校の規模や機能を維持すること。 

・ 合格率100％に向けたサポート。 

・ 旭歯管内での就職率向上。 

・ 少子化対策、学生数確保。 

・ 少子化の進行に伴い学生数の減少が続く中、本校の建学の精神および教育理念を社会や受験生、保護者により効果的

に発信し、その価値や特色への理解を深めてもらう。 

・ 新入生21 人、現学生数81 人と100 人を大きく割り込んだ。職員の体制、定員数の検討、さらに本校の運営・経営等

について方向性を緊急に決める必要がある。優秀な学生を入学させるための検討、工夫。 

・ 少子化、社会的変化に伴い、学生数が確保できない時にどうするか、社会的ニーズを常に考え、それに対する教育内

容の検討、地域社会との密な関りを積極的に行う。 

 
② 今後の改善方策 
・ 学生数確保と少子化に合わせた将来構想を長期的に検討する。 
・ 時代に（学生に）寄り添える教育方針に変化できるように協議を重ねた方が良いと思います。 
・ 入学者数の動態を見据えた職員数、学生定員数の適正化を行う。 
・ 専任教員によるきめ細やかなサポート。 
・ DHという仕事の認知の活動、学院の存在アピール。 
・ 建学の精神と教育理念に基づく教育の特色を明確化し、受験生や保護者への情報発信を強化する。また、社会の変化

や学生ニーズを踏まえ、従来の教育内容や学校運営のあり方についても柔軟に見直しを行い、魅力ある教育環境の構

築を目指す。 
・ DHという職業が認知されつつあるが、今後のさらなる啓発、会全体で活動していく。学校祭を充実したものにし、

啓発活動の起爆剤になるように力を注ぐ。 



③ 特記事項 
・ 道北地区の歯科医療従事者の専門教育と歯科衛生士の確保においては、大きな貢献を行っている。 
・ 学校の見学の趣旨・方針等は、学生・保護者にはある程度周知されていると思う。 

・ 少子化は今後さらに進行することが予想されるため、早期からの対応が必要だと思う。本校の建学の精神や教育理念、

教育目標を学生および保護者に十分理解していただき、共感と信頼を得ることで、学校の魅力向上と学生確保につな

げてほしい。 

・ 学校の建学の趣旨・教育の方針等の周知について、遠い将来については難しいが在学期間内についてはある程度知っ

ていると思う。機会あるごとに周知していく。 

 

 

（２）学校経営方針（学校運営） 
 評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・教育理念・目標に沿った学校経営

方針が策定されているか。 
４             3,.1３ ２ １ 3.2       3.2 

・学校経営方針に基づき、組織は有

機的に機能しているか。 
４             ３  2.8 ２ １  2.9       3.1 

・人事、給与に関する規定等は整備

されているか。 ４             3.1３ ２ １  3.1       3.4 

・地域社会等に対するコンプライア

ンス体制は整備されているか。 
４         3.3    ３ ２ １  3.3      3.3 

・教育活動等に関する情報公開が適

切になされているか。 ４              3.1３ ２ １ 3.1       3.3 

 
①  課題 

・ 教員・職員の連携がよくなされており、継続していく。 

・ 物価高に対する教職員給与の検討。 

・ 物価変動への対応。 

・ 物価高騰に対しての適切なベースアップ。 

・ 教職員の退職が発生しており、人材の定着が十分とはいえない状況がある。教育の質と学校運営の安定化を図るため

にも、教職員が安定して長く勤務できる職場環境の整備が課題だと思う。 

・ 個々の質の向上を図り、組織を有機的に機能させるためにどうするか。 

 

②  今後の改善方策 
・ 教員同士の連携強化。 

・ 教職員間で円滑なコミュニケーションができ、お互いに尊重しあえる組織づくりをする。また、業務負担や職場環境

に関する課題を早期に把握し、教職員が働きやすい組織体制の構築に努める。 

・ 管理職、教員、事務職員の連携はとれてきた。全員で問題点を共有し、解決する姿勢をしっかり持つ。 

・ 学内での意思統一、会全体との連携、とくにセンターとは、学生教育に欠かせない施設なので、実習機会を増やして

いく必要がある。 

 

③  特記事項 
・ 学校経営方針は策定されている。 

・ 管理職・教員・事務職員の連帯意識が作られている。 

・ 人事、給与に関する規定は整備されている。 

・ これまでの良い取り組みを継承しつつ、勤務歴の短い教職員も含め、誰もが意見を発信しやすい職場環境作りが重要

だと思う。そのため、定期的なヒアリングの機会を設け、教職員一人ひとりの意見や要望を把握し、学校運営の改善

に活かしてほしい。 

・ 教育理念・学校経営方針は策定されている。人事、給与に関する規定は整備されている。 

   
 
 
 
 
 



（３）教育活動（各学年指導計画）   
 評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・教育理念・目標に沿った教育課程

の編成・実施方針等が策定されてい

るか。 

４       3.3      ３ ２ １ 3.4      3.4 

・カリキュラム（実習等を含む）は

体系的に編成され、学習時間の確保

が行われているか。 
４                  3,1３ ２ １  3.4      3.4 

・成績評価・単位認定・進級・卒業

の基準は明確化されているか。 ４             3.1 ３ ２ １  3.2      3.2 

・教育の方針（人材育成）達成に向

けた授業担当教員を確保している

か。 

４              ３    2.8 ２ １  2.6      3.1 

・教員の先端知識・技能等の習得及

び指導力育成などの資質向上のため

の取り組みは行われているか 
４             ３           2,4 ２ １  2.3      2.6 

 
① 課題 
・ 実習試験等における評価基準の明確化。 

・ 臨床実習期間中の登校日確保、学習指導に課題あり。 

・ 医療は進化しているので、教育全体で新しい器材・器具を習得すべき。 

・ 成績評価・単位認定等、基準を明確にすることは重要だが、学生の能力とでジレンマを生じる。 

・ 短期間で退職することが無いよう、新任教員の養成が必要。 

・ 研修強化のための財源、人的余裕を確保できるか。 

・ DH 業務が昔とかなり変わってきている。現代の管理型歯科医院にも対応できる教育が必要。 

・ Z 世代・α世代の学生の特性や学習スタイルの変化に対応した教育方法の確立が課題である。また、学生の学力レベ

ルが多様化し、同一学年内における学力差が拡大していることから、基礎学力が十分に定着していない学生への支援

体制の充実が必要である。 

・ 教員の知識・技術の定期的アップデート 

・ 経験の浅い教員の教育体制を整え、質の向上をはかる必要がある。 

・ 変化する考え方への対応、新しい技術をいかに導入するか。ベテラン教員からの指導、教育をより強化するにはどう

するか。 

 
② 今後の改善方策 
・ 実習期間の評価において、ルーブリック評価の導入を検討する。 

・ 臨床実習中の学習指導に関して、ICT の活用を検討する。 

・ 該当できるセミナーや医院の見学を受け入れていただける場があれば、積極的に参加するべきと思います。 

・ 教員の先端知識・技能等に習得には、学会・研修会等への積極的参加。 

・ ベテラン教員と勤続年数の浅い教員間での情報交換を密にする。 

・ 教職員研修のための財源を維持する。コストがかからない研修方法の実施。 

・ サリバテスト等の最低限の検査は実習で取り入れるべき、口腔機能検査も今後、必要になっています。 

・ Z 世代・α世代の特性を踏まえた効果的な教育手法や学習支援方法について、研修等を通じて学び、その内容を教職

員間で共有する。また、学力が十分に定着していない学生に対しては、補講や個別指導、学習支援の機会を充実させ、

基礎学力の向上を図る。 

・ 数少ない学生だからこそ、質を上げるような取り組みが必要。 

・ 校外研修、学会への参加、校内研修の充実、個々人の意識改革を進めなければならない。 

 
③  特記事項 

・ 少子化に伴い、より幅広い学力レベルの学生を受け入れる状況となっている。その中で国家試験全員合格を目標とす

るためには、従来以上に個々の学生の学力状況に応じたきめ細かな指導と支援が重要になると考えられる。今後も学

生一人ひとりに寄り添った教育活動を推進していく必要がある。 

・ 新しいカリキュラムで２年目となる。 

 
 



（４）学修成果 
  評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・就職率の向上が図られているか。 ４        3,5        ３ ２ １  3.4       3.6 

・国家試験合格率の向上が図られて

いるか。 ４                 ３        2.6 ２ １  3.5       3.4 

・退学率の低減が図られているか。 ４            ３   2.8 ２ １  2.6       2.8 
・卒業後の生徒のフォローアップが

なされているか。 ４            ３           2.3 ２ １  2.7       2.6 

  
① 課題 
・ 国家試験の合格率の低下と学生の基礎学力（学修能力）の低下。 

・ 国家試験のために、早めの対策、３年生夏休みの間、学校に登校しての自主的な勉強も必要では。 

・ 卒業後の生徒、相談があれば対応する体制、とても大切です。 

・ カリキュラム変更による効果や影響を再評価すること。 

・ 卒業生のフォローアップ。 

・ 定員割れの状況で、ある程度、学力の低い学生が入学してくるのは避けられない。 

・ 国家試験については、前年と比較して不合格者が少数ながら発生した。また、自主退学する学生も少数名みられてお

り、その主な理由として学習面での不安や友人関係の問題があげられる。さらに、歯科衛生士は社会的需要が高い一

方で、離職率に関する課題も指摘されており、就業継続に対する意識づけやキャリア形成支援が求められる。 

・ 卒業生に対するフォローは担任単位で行っているだけで、学校全体で取り組むべき。 

・ 学生の能力に個人差が大きく、１年次からの基礎力up、学習習慣をいかにつけるか。 

 

② 今後の改善方策 
・ 早期からの国家試験対策。 

・ 学生の国試対策への意識向上を図るため、ICT の活用を検討する。 

・ 同窓会・歯科衛生士会と講演会・講習会等の情報共有を行い、卒業生に対して学校のHP から発信する。 

・ １年生からの成績不良者に対して、危機感を持たせる必要がある。（簡単ではないが） 

・ 最低限の学力のある者に入学してもらうこと、将来像をイメージさせて、モチベーションを保つこと。 

・ 学生の学力差に対応するため、学生一人ひとりの学習状況を把握し、基礎学力が十分に定着していない学生に対して

は早期からの個別指導や補講等の支援を実施する。また、担任を中心に学生の学習状況や学校生活の様子を継続的に

観察し、必要に応じて面談やヒアリングを行いながら早期対応に努める。加えて、学習面だけでなく人間関係や学校

生活への適応状況についても把握し、孤立する学生が生じないよう教職員が連携して支援を行う。 

・ 国試対策のベースを作り、その学年の成績状況に合わせて全体で対応していく。とくに成績下位層については早い時

期から対応する。 

・ 個々の把握、悩みに対する寄り添い、生活指導の強化、担任を中心に教員全体で対応する。 

・ 元担任を中心に、相談があれば迅速に対応する。 

・ 模試等を細かく分析、１年次から成績下位の学生への介入、能力に応じた対応が必要 

 
③ 特記事項 
・ 歯科衛生士の求人は高い需要があるものの、人材確保が難しい状況が続いている。特に子育て世代における離職や他

職種への転職がみられ、勤務条件や働き方に対するニーズの多様化が進んでいる。また、土曜日勤務を含む勤務形態

が就業継続に影響を与える場合もあることから、学生に対しては歯科衛生士としての多様な働き方やキャリア形成に

ついて理解を深める機会を提供していくことが重要である。 

・ 国試合格率100％を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（５）学生支援 
 評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・進路・就職に関する支援体制は整

備されているか。 ４        3,5        ３ ２ １  3.4       3.6 

・学生の相談に対する体制は整備さ

れているか。 ４       3,5        ３ ２ １  3.3       3.1 

・学生に対する経済的な支援体制は

整備されているか。 ４             3.1３ ２ １ 2.9       3.1 

・学生の健康管理を担う体制はある

か。 
４        3.3     ３ ２ １  3.1       3.1 

・学生の生活環境への支援は行われ

ているか。 ４           ３ 2.9 ２ １  2.9       2.8 

・保護者と適切に連携しているか。 ４           3.1 ３ ２ １  3.1       3.3 
・卒業生への支援体制はあるか。 ４          ３          2.4 ２ １  2.6       2,8 

 
① 課題 
・ 経済的な理由で退学する学生を救う方法は無いか。 

・ 経済的支援。 

・ 地方の学生からも選ばれる支援は必要だと思う。 

・ 歯科衛生士不足が全国的な課題となる中、離職した歯科衛生士や出産・育児等により就業を中断している歯科衛生士

の復職支援体制の充実が求められる。特に、長期間のブランクに対する不安から復職をためらうケースもあり、円滑

な再就職を支援する仕組みづくりが課題だと思う。 

・ 卒業生に対する支援がない。国試浪人にはあると思う。 

・ 経済状況の悪い家庭もあり、就学困難になった時の援助をどうするか。 

 
②  今後の改善方策 
・ 優秀な学生確保に、歯科医院個別の奨学金などは有効ではないか。 

・ 卒業生に対する支援に関して、同窓会・歯科衛生士会との連携を検討する必要がある。 

・ 奨学金・補助金等の検討を幅広く行う必要がある。 

・ 地方からの志願者に対しての支援の明確化と他校との差別化。 

・ 歯科衛生士としてのブランクがある方が安心して復職できるよう、知識や技術の再確認を目的とした講習会を開催し、

積極的な参加を呼びかける。また、復職希望者や転職希望者に対する相談窓口や求人紹介体制を整備し、歯科医師会

会員の歯科医療機関と連携を図りながら再就職支援を推進する。さらに、歯科医師会会員の歯科医院への就業を斡旋

し、会員の歯科衛生士確保につなげていく。 

・ 会として返還義務のある奨学金はどうか。免除規定を含め会員診療所との連携が前提、会の収支を考えると単独では

難しい。 

 

③  特記事項 
・ 相談体制は整備されている。 
・ プライバシーの問題はありますが、保護者とは適切に連携している。 
・ 全国的に歯科衛生士養成校への入学者数の減少や離職者の増加がみられ、歯科衛生士不足は今後さらに深刻化するこ

とが懸念される。そのため、潜在歯科衛生士の復職支援を充実させることで、歯科衛生士が円滑に職場復帰できる環

境を整備し、地域の歯科医療を支える人材確保につなげていくことが重要である。 
・ 学生の相談に対する体制は、担任を中心に整備されている。経済的支援体制はある程度あるが、限界はある。 
・ 学生の生活環境は、学力も含め担任が把握、それに基づいて支援が行われている。 
・ 保護者との連携は、家庭環境の難しい学生もいる。卒業生支援は、相談があれば十分に対応している。 

 
 
 
 
 
 
 
 



（６）教育環境 
   評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・施設・設備は、教育上の必要性に

十分対応できるように整備されてい

るか。 
４                3.1 ３ ２ １  2.9      3.3 

・学内外の実習実施施設等について

十分な教育体制を整備しているか。 ４            3.1 ３ ２ １   3.2      3.3 

・防災に対する体制は整備されてい

るか。 ４           3.3     ３ ２ １   3.2      3.3 

  
① 課題 
・ 施設・設備の老朽化。 

・ 実習用ユニットのメンテナンス、必要な時期が来ている。 

・ パノラマの自動現像機もいずれ使用できなくなると思うので、デジタル化を検討する段階に来ていると思います。 

・ 古い器材・器具を使用していても対応できますし、教育上問題ないと思いますが、明らかに劣化している器材などは

実習に影響が出ますので、新しいものに変更すべきだと思います。 

・ 臨床実習先の実習内容の平坦化を考えるべきでは。 

・ 設備投資の優先順位を明確にする必要がある。 

・ 校舎や設備、備品の老朽化が進んでおり、教育環境を維持するための修繕や更新が必要となっている。また、物価や

資材価格の高騰により、修繕費や備品購入費の負担が増加しており、安定した財源の確保が課題である。 

・ 実習先により教育内容に違いがあり、そのバランスをどうするか。その施設の特徴をいかに把握するか。 

 
② 今後の改善方策 
・ 計画的に施設・設備の老朽化対策の立案と更新への予算確保。 

・ 材料に関しては、正規品ではなく、コスト削減のために二流品で良いかと思います。 

・ 会員が、これからのDH 学校教育にどういうことを期待しているのか、アンケート調査したらどうか。 

・ 教育環境の維持・向上を図るため、設備や備品の計画的な更新および修繕を実施する。また、必要性や優先順位を十

分に検討し、不要な支出を抑制することで財源の有効活用に努める。さらに、教職員および学生に対して施設・設備

を大切に使用する意識の更なる醸成を図り、維持管理コストの低減に努める。加えて、将来的な修繕・更新の必要性

を見据えた中長期的な事業計画を作成し、安定的な予算確保に取り組む。 

・ 学内外での実習実施施設については、実習先診療所との連携強化。 

・ 連携強化、反省会等での問題提起、マニュアル化、少しずつデジタル化の促進。 

 
③ 特記事項 
・ 少子化の進行に伴う入学者数の減少により、今後は収入の減少が予想させる。一方で、物価上昇や資材価格の高騰に

より、建築・修繕費および教育機器・備品の購入費は増加傾向にある。そのため、教育環境の質を維持するためには、

計画的な財政の確保えを早期から進めていくことが重要である。 

・ 防災に対する体制、連絡網はできている。 

・ 一昨年３月に模型実習室が整備された。 

 
 
（７）学生の受け入れ募集 

   評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 
←昨年 ←一昨年 

・学生募集活動は適正に行われてい

るか。 ４           3.4 ３              ２     １  3.4       3.6 

・学生募集活動において、教育成果

は正確に伝えられているか。 ４           3,3 ３               ２    １  3.2       3.4 

・学費等納入金は妥当なものとなっ

ているか。 ４            3,3 ３           ２    １ 3.2       3.4 

  
① 課題 
・ 少子化による学生数減少。 

・ 学生募集に関しては、歯科医師会会員の協力が不可欠。 



・ 学費値上げは保護者の負担増に直結するので、慎重に。 

・ 授業料値上げによる影響がどの程度出ているかを評価すること。 

・ 学生数確保。 

・ 少子化の進行に伴い、入学者数が募集目標を下回る年度がみられる。また、現状の入学者数で学校運営は維持できて

いるものの、今後の賃金や物価の上昇を考慮すると、安定的な学校運営を継続するための入学者数の増加が重要な課

題である。 

・ 著しい少子化が進むなか、いかに学生を集めるか、旭歯会員個々の協力が必要。 

 
② 今後の改善方策 
・ 学費値上げ。 

・ オープンキャンパス、社会貢献を通じて、歯科衛生士の業務の周知と魅力を伝え、入学者増を図る。 

・ まだまだSNS は活用できると思う。特に地方の学生には、もっとアピールが必要。 

・ 学費はもう少し上げていいのでは。 

・ これまでも広報活動や高校訪問、オープンキャンパス等を通じて学生募集に努めてきたが、従来の取り組みを継続す

るとともに、新たな募集戦略についても検討する必要がある。また、少子化の進行や地域の人口動態を踏まえ、中長

期的な視点から学校規模や教育体制のあり方についても検討を進める。さらに、社会人や既卒者など多様な層の受け

入れについても可能性を探り、学生確保につなげていく。 

・ 学生募集活動については、学校訪問、OC、相談会等積極的に行い、オンラインも活用していく。会員とのさらなる連

携強化。専門学校、小さな単科の学校の良さをアピール、就職率100％、高い国試合格率。 

・ DH、DT 会、同窓会との連携を考える。旭歯会員一人ひとりの強い自覚。 

 
④  特記事項 
・ 今後の学生募集においては、従来の高卒新卒者を主な対象とした募集活動に加え、社会人の学び直しやキャリアチェ

ンジ需要への対応も重要になると考えられる。そのため、可能であれば夜間課程やオンラインを活用した教育形態の

検討、他の教育機関との連携や共同事業など、多様な選択肢について将来的な可能性を視野に入れながら検討を進め

ることが望まれる。また、本校の建学の精神や教育の特色を積極的に発信し、学校の魅力向上に努めることが重要で

ある。 

・ 学生数↓、様々な物価↑もあり、R７年４月入学生から授業料年10 万円up。 

・ 学生数↓に伴い、R10 年度よりさらに学費up を検討する。 

   

 

（８）財務 
  評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・中期的に学校の財政基盤は安定し

ているか。  ４            ３            2.3 ２ １   2.8       3.2 

・予算・収支計画は有効かつ妥当な

ものとなっているか。 ４              3.1 ３ ２ １   3.0       3.5 

・財務について会計監査が適正に行

われているか。 ４          3,4      ３ ２ １   3.4       3.7 

・財務情報公開の体制整備はできて

いるか。 ４       3,6           ３ ２ １   3.4       3.7 

  
① 課題 
・ 少子化により学生数が減少すると、中長期的に財務状況が悪化する恐れがある。 

・ 学生数減少による財務状況の悪化。 

・ 現在の学生数が続けば、財政基盤は厳しくなる一方となる。 

・ 学生数確保が大きな課題。 

・ 物価高に対する対応。 

・ 本校の財務基盤は入学者数に依存する割合が高く、少子化の進行による入学者数の減少が財務状況に大きく影響する

ことが課題。 

・ 入学者数の著しい減少に伴い、収支が大きな赤字になっている。続くようなら経営困難になる。学生数が減っても、

ある一定経費は必要なため、収支のバランスは崩れる。 

・ 少子化のなか、学生数は確保できるか？ 

 



② 今後の改善方策 
・ 入学者数の確保、学生数減少による対策。 

・ 来年、再来年、短期的ではあるが安定した学生数の確保。 

・ とにかく入学者確保につきるが、困難である。 

・ 今年は学院祭も力を入れているので、それが募集につながることを期待する。 

・ 学生数の確保と学費up。 

・ 安定した財政基盤を構築するため、入学者数の確保に努めるとともに、収入源の多様化について検討を進める。また、

関係団体や地域との連携を強化し、支援体制の充実や新たな資金調達先を模索する。さらに授業料の設定が適正であ

るかを定期的に検証するとともに、収支状況や損益構造を分析し、教育の質を維持しながら不要な経費の削減や業務

の効率化を図ることで、持続的な財務運営を目指す。 

・ 短期的にはさらに学費up。 

 
③ 特記事項 
・ 歯科衛生士養成校として、地域社会へ継続的に人材を輩出していくためには、安定した財政基盤の確立が不可欠であ

る。今後も健全な学校運営を維持しながら、教職員が安心して教育活動に専念できる環境を整備するため、早期から

中長期的な財務改善に取り組む必要がある。 
・ 今後の経営方針を会全体で早急に検討しなければならない。 

 
 
（９）地域社会貢献 

評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 
←昨年 ←一昨年 

・臨地実習等を通して生徒・教員に

よる地域社会貢献を行っているか。 ４         3.3     ３            ２   １   3.3       3.3 

 
① 課題 
・ 地域に学院の存在を認知してもらう。 

・ 地域における歯科衛生士の需要は年々高まっている一方で、少子化の進行による歯科衛生士養成校への入学者確保が

難しくなっている。地域歯科医療の一翼を担う歯科衛生士を継続的に輩出するためには、安定した学生確保と歯科衛

生士の社会的役割に対する理解促進が課題である。 

・ 地域貢献に対する教職員の自覚は、どの程度あるか。それによって、学生の意識は変わる。 

 
 ② 今後の改善方策 

・ 地域のイベントへの学生・教職員の参加を継続する。 

・ 今年の学院祭の集客数にもよるが、土曜の開催より日曜の開催の方がより多くの集客を見込めるのであれば、学院祭

の日曜日の開催を検討してみては。（開業している身としても日曜の方がありがたい） 

・ 学校祭の充実。 

・ 超高齢化社会の拡大に伴い、歯科衛生士の果たす役割はますます重要になることが予想される。どのため、地域住民

に対して歯科衛生士の職務や社会的意義について啓発活動を行い、口腔健康管理の重要性を広く発信していく。また、

歯科衛生士が地域医療・保健。福祉に大きく貢献していることを周知し、歯科衛生士業の魅力の向上を図ることで、

将来的な入学者数の確保につなげていく。 

・ 地域への口腔衛生普及に対する意識up。 

 
②  特記事項 
・ 子どもから高齢者まで幅広い啓蒙活動が行われていると思われる。 

・ 歯科衛生士は、口腔健康の維持・向上を通じて地域住民の健康寿命の延伸に寄与する重要な専門職である。特に高齢

者に対してはオーラルフレイルの予防や口腔機能発達不全への早期対応や適切な口腔育成支援を行い、生涯にわたる

健康な口腔の基盤づくりに貢献していく。こうした活動を担う歯科衛生士を継続的に養成・輩出することが、本校の

重要な地域社会貢献の一つである。 

・ 今年度の学校祭を充実させる。 

  
 
 
 
 
 



（１０）法令等の遵守 
   評価項目 適切：４、ほぼ適切：３、やや適切：２，不適切：１ 

←昨年 ←一昨年 

・法令、専修学校設置基準等の遵守

と適正な運用がなされているか。 ４     3,6 ３ ２ １   3.6      3.6 

・個人情報に関して、その保護のた

めの対策がとられているか。 ４              ３.0 ２ １   2.9      3.1 

・学校自己評価の実施と問題点の改

善を図っているか。 ４               ３ 2.9 ２ １   2.8      3.0 

・学校自己評価結果を公開・活用し

ているか。 
４               ３.0 ２ １   2.9      3.3 

 
① 課題 
・ 法令順守、個人情報の管理は適切になされている。 

・ 学校関係者全員が今一度、個人情報保護について、徹底すべきだ。 

・ 自己評価は毎年行っているが、改善されていない部分もある。 

・ サイバーセキュリティーが十分なのか心配。 

・ 法令遵守やコンプライアンスに対する社会的要請が年々高まっており、ハラスメント防止や個人情報保護への適切な

対応がこれまで以上に求められている。またSNS の普及に伴い、教職員および学生の情報発信に関するリスク管理や

ネットリテラシーの向上も重要な課題である。社会情勢の変化に対応しながら、法令や規則を遵守した適正な学校運

営を継続する必要がある。 

・ 個人情報に関して、サイバーセキュリティーが不十分か。 

・ 個人情報の取り扱いについて、職員の強い自覚が必要。 

 
② 今後の改善方策 
・ 継続した法令順守と個人情報管理を行う。 

・ 問題点を確認し、前向きに話し合いを行う。 

・ コンプライアンスや各種ハラスメントに関する理解を深めるため、研修や情報提供を継続的に実施する。また問題発

生時の対応手順や相談体制を明確化し、必要な規程やマニュアルの整備を進める。個人情報保護についても管理体制

の見直しと周知徹底を図るとともに、SNS 利用に関するガイドラインを整備し、教職員および学生に対するネットリ

テラシー教育を継続的に実施する。 

・ 問題点を整理検討し協議をはじめる。 

 
③ 特記事項 
・ 情報通信技術の発展により、個人情報の漏洩や SNS 上でのトラブルなど、新たなリスクが増加している。こうした

状況に対応するためには、教職員および学生一人ひとりが高い倫理観と法令遵守意識を持ち、適切な行動をとること

が重要である。今後も継続的な啓発活動と教育を通じて、安全で信頼される教育環境の維持に努めていくことが大切

だと思う。 
・ 学校自己評価については改善途中、結果の活用もまだ十分ではない。 
・ 外部評価委委員の意見を取り入れていく。 


